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イエズス会創設者の一人、フランシスコ ・

ザ ビエルが鹿児島に上陸 したの は1549年 で

あった。即ちこの年をもって我国におけるカ

トリック教義の布教と伝道が耶蘇会士によっ

て始められ、以後1614年 のキ リシタン禁教令

発布、1637年 島原の乱勃発までの我国におけ

るキリシタン伝道の歴史は、一面華々 しくも

あれば、また他面苦渋に満ちた ものでもあっ

た。1563年 肥前大村の領主大村純忠は大名と

して最初のカ トリック信者 とな り、洗礼を受

けて ドン・バル トロメウと称 し、次いで1578

年、豊後の領主大友義鎭が ドン ・フランシス

コに、更に有馬の侯有馬晴信が1579年 、 ドン

・プロタシオとな った。当時我国のカ トリッ

ク教 は十数万の日本人信者を擁 し隆盛の絶頂

にあったといえる。

かかる教勢絶頂期にザ ビエルに次いで来 日

したのが、イエズス会東洋巡察使ア レクサン

ドロ ・ワリニャーノ師であった。彼は上述の

所謂キ リシタン大名三侯に日本よりローマ法

王への使節派遣を提案 した。使節派遣につい

て、彼 ワ リニ ャーノ師の意図 は、一・つには

ローマ法王及びスペイン王フイ リップニ世に

イエズス会の日本伝道に強力な保護を求める

ことであり、 もう一っには使節を進んだ ヨー

ロッパ文化並びにカ トリック教の偉大さの 目

撃証人 とし、帰国後その見聞を大衆に語 らし

め、以後のイエズス会の日本布教 ・伝道の間

接的にせよ促進を目論んだものであったとい

われている。

この使節派遣計画に双手を挙げて賛同 した

三侯は、豊後領主大友 ドン ・フランシスコは

自分の代表として、甥、伊東マ ンショを、ま

た大村 ドン ・バル トロメウ並に有馬 ドン ・

プロタシオ両侯 は両者の代表として、前者の

甥であり、また後者の従兄弟にあたる千々石

ミゲルの二人を正使とし、原マルチノ、中浦

ジュリアン両名を副使とする、いずれ も14・5

才の少年を使節に選んだ。尚、それ以外に、

従者 として彼等の従僕二人及び日本人修道士

ジョージ ・ロヨラが、また案内役ディエゴ ・

メスキッタ師が使節に加わった。

使節一行は天正12年(1582)2月20日 長崎

を出発、イ ンド・ゴアを経てポル トガル国 リ

ズボンに到着、ポル トガル ・イスパニア両国

を通過、海路イタリアに上陸、1585年3月22

日にローマに到着 した。そしてその翌 日3月

23日が時のローマ法王グレゴ リオ十三世の公

式謁見の日と定められた。使節一行の法王謁

見について、幸田成友博士の文を借 りてその

模様を記せば 「群衆の歓呼と祝砲の股々たる

中に、使節の一行は騎兵隊 ・楽隊 ・貴族に前

後左右を取囲まれつっ、予定の順路を経てバ

チカン宮殿 に参入 し、粛々として帝王の間に

進んだ。三年有余の長日月を費や し、山海萬

里の報難を凌 ぎ、出発以来束の間も忘れ兼ね

た大切な使命を、今 日こそ果 し得べけれ と、

勇み立った四少年の頬には、若 き血が紅を染

めたであろう。彼等は交々額広 く顎髭白き八

十三歳の老教皇 グ レゴ リオ十三世 の前に進

み、脆いてその足に接吻 し、教皇はその都度

これを抱擁 して額に接吻を賜ふた。ついで使

節は ミスキッタを通 じて簡単な口上を述べ、

三侯の書簡を捧呈 し、その訳文は順次書記官

によって朗読せられ、神父ゴンザレスの演説

・ポッカバヅ リの答辞の後、再び接吻の禮を

施 して式を終えた。か くの如きは実に千古未

曾有の謁見式である。老教皇は万感交々榛



り、 声 を挙 げ て 泣 い た 。 否 独 り教 皇 の み な ら

ず 、 席 に あ る者 皆 泣 か ざ る は な しと あ るが 、

これ は決 して 文 飾 で は な い と信 ず る。 教 皇 は

席 を 去 る に 臨 み 、r主 よ 、 今 汝 の 僕 を して 平

和 に 去 ら しめ た まへ 』 と眩 か れ た 。 異 域 の信

者 の 書 簡 を 領 し、 ま た そ の 使 節 を 見 て 満 足

の あ ま り、 本 日死 す と も可 な り と の 意 を 表

は さ れ た の で あ ろ う。 果 して 教 皇 は 当 日 よ

り十 六 日後 に 長 逝 せ られ た 。」(「 天 正 遣 欧

使 節 に っ き 」 丸 善 編 天 正 使 節 渡 欧 三 百 五

十 年 記 念 珍 籍展 覧 会 目録 昭 和7年11月)。

この未 曾 有 の 謁 見 は ヨー ロ ッパ 諸 国 に大 き

な 反 響 を 呼 び、 大 友 ・大 村 ・有 馬 三 侯 の 書 簡

を は じめ 、 ガ ス パ ル ・ゴ ンザ レス神 父 の 紹 介

演 説 、 ア ン トニ オ ・ポ ッカ バ ヅ リ神 父 の 答

辞 、 更 に 使 節 の旅 行 や 日本 国 にか ん す る若 干

の 記 事 を 掲 げ た 小 冊 子"ActaConsistorii

PvbliceExhibitiAS.D.N.Gregorio

PapaXIII.RegvmIaponiorvmLegatis

Romae,DieXXIII.Martii.M.D.

LXXXV..."が1585年 中 に十 六 版 が ロー マ

を は じめ ヨー ロ ッパ 各 地 で 刊 行 され た 。 と こ

ろ で 今 回 紹 介 す る書 は この 「謁 見 記 」 の ドイ

ツ 語 版 で 、 当 時 は か な り の 部 数 が 刊 行 さ れ

た で あ ろ う が 、 今 日 残 存 す る も の 僅 か 数 点

の 稀 襯 書 で あ る 。 本 書 の タ イ ト ル だ が 、

"Warhafftige/vndEwigerGedechtnuss

wurdigeGeschichtsErzelung/Welcher

massendienewerfundeneInsulen

KonigreichvndFurstenthumb/inn

Japoniengenandt/zuChristlichem

Glaubenbekert/vnddannvonBapstli-

CherHeyligkait/derensiesich/

benebenderheyligenKirchenvndter-

wurffiggemacht/DerselbenAbgesandte

vndKoniglicheLegatenauffgenommen

worden/AllesanoffentlichemConsis-

toriovorgenommenvndgehalten/inn

Romden23.Martij/AnnoM.D.

LXXXV...cussLateinischerinn

TeutscheSprachVertiert.Durch

ChristophenVlrichdenElternvon

Nurmberg.[AversefromtheBible].

GedrucktzuAugspurg/durch

MichaelManger.MitRom.Kay.May.

Freyheitnichtnachzutrucken."

(新 し く発 見 さ れ た 島 国 に し て 王 侯 国 は 日本

と 称 し、 イ エ ス ・キ リ ス トの 教 え を 信 仰 し 、

畏 き 洗 礼 に よ っ て 聖 な る ヱ ケ レ ジ ャ に 従 い 、

使 節 を 差 し 向 け 、1585年3月23日 法 王 庁 に お

い て 公 式 の 謁 見 を 賜 っ た 。 誠 に 真 実 に して 永

遠 に 記 念 し語 り 伝 うべ き 歴 史 … ク リス トフ ・

ウ ル リ ッ ヒ訳 。 ア ウ グ ス ブ ル グ 、 ミカ エ ル ・

マ ン ガ ー 刊 。)縦19.5cm、 横15cm、 全15葉 よ

り 成 る 小 冊 子 。 内 容 は ラ テ ン 語 原 本 と 同 じ

く 、 大 友 ・大 村 ・有 馬 三 侯 の ロ ー マ 法 王 へ の

書 簡 を 最 初 に 、 次 い で ガ ス パ ル ・ゴ ン ザ レ ス

神 父 の 紹 介 演 説 、 更 に ア ン トニ オ ・ポ ッ カ バ

ヅ リ神 父 の 答 辞 が 掲 げ ら れ て お り 、 少 年 使 節

派 遣 の 次 第 に つ い て は 原 本 よ り 詳 細 に 記 述 さ

れ て い る 。 刊 行 年 を 欠 くが 、 お そ ら く原 本 と

同 じ1585年 か 、 或 い は そ の 翌 年 の1586年 と 推

定 さ れ る 。
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Brill,1973.に よ れ ば 、 現 在 本 書 は 次 の6図

書 館 、 ミュ ンヘ ン ・バ イ エ ル ン州 立 図 書 館 、

ア ウ グ ス ブ ル グ 州 立 図 書 館 、 ベ ル リ ン国 立 図

書 館 、 フ ラ ンク フル ト州 立 大 学 図 書 館 、 パ リ

・ベ ッ ソ ン コ レ ク シ ョ ン、 天 理 中央 図 書 館 の

収 蔵 が 確 認 さ れ て い る。 な お 我 国 に お い て 本

書 に言 及 した文 献 を あ げ れ ば 、1.天 正 使 節

渡 欧 三 百 五 十 年 記 念 「珍 籍 展 覧 会 目録 」 丸

善:昭 和7年11月 、2.弥 吉 光 長 「天 正 九 州

三 侯 遣 欧 使 節 の 教 王 謁 見 記 」:(「 西 班 牙 将

来 古 書 」 内 田誠 著:昭 和10年7月)の み で 、

そ の 中(1)の 丸 善 本 は お そ ら く今 日の 天 理

本 で あ ろ うが 、(2)内 田 本 に つ い て は 「内

田 嘉 吉 文 庫 稀 潮 書 集 覧 」 に収 録 さ れ て な く、

そ の 所 在 は確 認 出来 な い 。 した が って 近 畿 大

学 本 は現 存 本 と して は第7本 に数 え られ る書

で あ り、 いつ れ に して も と極 め て稀 襯 な 書 と

言 い う る。 な お 天 正 遣 欧 使 節 に 関 して 最 も詳

細 な 報 告 書 は グ ワル チ ェ リの 「遣 欧 使 節 記 」
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Roma,1586"だ が 、 本 館 に は 本 書 及 び そ の

ドイ ツ語 版 も収 蔵 さ れ て い る。


